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２．手稲山地区の
地すべり対策について

令和７年７月２４日

北海道開発局 建設部 河川計画課
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はじめに
17

• 手稲山地区の地すべり対策にあたっては、地域のみ

なさまや学識経験者のご意見を踏まえながら、検討を

重ねて参りたいと考えております。

• 地域のためのよりよい地すべり対策を実現するため、

例えば生活環境・自然環境への影響等のご懸念など、

幅広く地域のみなさまよりご意見を伺います。

• 本日みなさまからいただいたご意見につきましては、

対策の方針決定の際の参考とさせていただく予定です。
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○手稲山の山麓には手稲市街地、学校、要配慮者利用施設、重要な交通網等が存在
○手稲山地区では、地すべりの兆候が確認されており、地すべりが発生した場合の
被害が甚大であること、地すべりがいったん動き出すと完全に停止させることは
難しいことから、事前防災の観点で地すべり対策が必要

手稲山地区地すべりの概況
18

手稲山
(標高1,023m)

2km

石狩湾

札幌

北海道新幹線（計画）

JR函館本線

高速道路

国道５号

位置図

手稲山地区

6～7万年前に
山体崩壊

地すべり防止区域

※基図の一部に国土地理院地図を使用

地すべり地内の市道舗装の亀裂 地すべり地内の市道脇法面の亀裂

全景
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地すべりとは

○地すべりとは、斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力によってゆっくりと

斜面下方に移動する現象のこと

○一般的に移動土塊量が大きいため、甚大な被害を及ぼします。また、一旦動き出

すとこれを完全に停止させることは非常に困難。

○我が国では、地質的にぜい弱であることに加えて梅雨あるいは台風などの豪雨や

融雪により、毎年各地で地すべりが発生。

地すべり
発生

崩落後

雨水・雪解け水

地下水位

崩落前

想定される地すべり災害のイメージ

19

※地下水位の影響のイラスト：新潟県HPより
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老人ホーム

被災前

※長野県HPをもとに作成

家屋

長野県

長野市

地附山

被災
後

対策後

地すべり災害の事例（長野県地附山地すべり）

○昭和60年7月、長野県長野市の地附山において、最大幅約500ｍ、長さ約700ｍの

大規模地すべりが発生

○特別養護老人ホームが被災し26名が亡くなったほか、家屋64棟が全半壊などの甚

大な被害が発生。

じ づ き や ま

20
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地すべり対策の事例（静岡県由比地区地すべり）
21

ゆ い

【対策工イメージ図】

集水井

深礎杭

横ボーリング

集水トンネル

昭和４９年に国道１号、東名高速、東海道本線が不
通になる等、豪雨による地すべりや斜面崩壊等の土
砂災害が発生している。現在は、地下水排除工（横
ボーリング・集水井）等の抑制工を中心とした対策の
結果、地下水位の低下が現れ、地すべり活動が抑
制されている。

連続雨量３１１ｍｍ（H19）

連続雨量407mm（H26）

集水井

横ボーリング

※中部地方整備局ＨＰをもとに一部加工して作成

○静岡県静岡市の由比地区では、過去より静岡県等で地すべり対策を行ってきたが、

大規模な地すべり地形が確認されたことから、地すべり発生を未然に防ぐため、平

成17年より直轄地すべり対策事業に着手。

○主に抑制工（集水井、横ボーリング、集水トンネル）と抑止工（深礎杭）を実施。
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計画段階評価について（直轄事業）
22

公共事業の効率性及びその実施過程の透明性の一層の向上を図るため、新規事業採択時評価の前段階にお

ける国土交通省の独自の取組みとして、計画段階評価を直轄事業等において実施

○ 地域の課題や達成すべき目標、地域の意見等を踏まえ、複数案の比較・評価を実施

○ 事業の必要性及び事業内容の妥当性を検証
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事業進捗と事業評価の流れ（直轄事業）
23

＜事業進捗と事業評価の流れ（公共事業（直轄事業等））＞

計画段階 事業実施 供用

【計画段階評価】

【新規事業採択時評価】

【再評価】

【完了後の事業評価】

新規事業採択時評価の前段階において、政策目標を明確化した上で、複数案の
比較・評価を行うもの。

新規事業の採択時において、費用対効果分析を含め、総合的に実施するもの。

事業継続に当たり、必要に応じて見直しを行うほか、事業の継続が適当と認めら
れない場合には事業を中止するもの。

事業完了後の事業の効果、環境への影響等の確認を行い、必要に応じて、適切
な改善措置、同種事業の計画・調査のあり方等を検討するもの。

（新規事業採択） （着工） （完了）

計画段階評価 新規事業採択時評価 再評価 事後評価

（完了後５年以内）（再評価後５年経過毎）※

※未着工の場合は３年経過毎
（３年未着工）

（５年継続）
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主な地すべり対策のイメージ

• ソフト対策

• ハード対策
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主な地すべり対策イメージ（ソフト対策）

① 土地利用規制・・・・・・・地すべり防止区域において、地すべりの発生を助長・誘発するお
それのある一定の行為を制限する

② 警戒避難体制の構築・ハザードマップ、避難訓練等及び警報の発表等により、地すべり
の危険が高まった場合に迅速に避難できる体制を構築する

③ 集団移転・・・・・・・・・・・危険な場所に位置する住宅を安全な場所へ移転する

※①土地利用規制と②警戒避難体制の構築の
みでは地すべり災害から人命・財産等を保全で
きないため、ハード対策との組み合わせが必要

上図：避難訓練のイメージ
左図：地すべり防止区域（赤線）・土砂災

害警戒区域（青線）の指定範囲

001016349.pdf

…土砂災害警戒区域
…地すべり防止区域

手稲ＩＣ

手 稲 区
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集団移転の特徴
26

評価

安全度 ◎人的被害・物的被害を防止できる

実現性 ×札樽自動車道の移転は困難。

持続性 ◎移転のため恒久対策となる

柔軟性 ×用地取得や地域住民との合意後の計画変更、中止は困難。

地域への影響 ×集団移転に伴う地域社会への影響は甚大。

環境への影響
×地すべり発生時に大量の土砂が河道へ流入した場合、動植物の生
息環境に与える影響は甚大。

トータルコスト ×非常に大きい

凡例：◎・〇プラス要素、▲・☓マイナス要素

集団移転のイメージ

住宅や公共施設、重要交通網を安全な場所に
移転することで、地すべり災害を防止します

安全な地域へ家屋を移転
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主な地すべり対策イメージ（ハード対策）
27

※国土交通省砂防部HPの写真、中部地方整備局 天竜川上流河川事務所HPの図、写真を元に一部加工して作成

① 抑制工
地形や地下水等の自然条件を変化させることによって、地すべり運
動を緩和または停止させる工法

② 抑止工
杭等の構造物の持つ抵抗力を利用して、地すべり運動を停止させる
工法

アンカー工のイメージ

杭工のイメージ集水井工のイメージ

横ボーリング工のイメージ
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抑制工・抑止工の特徴
28

長所 短所

抑制工

 地すべりの発生原因となる地
形や地下水を取り除くことで、
抑止工のみで対応する場合と
比べ、比較的安価に地すべり
運動を緩和できる

 地下水排除工（集水井等）は、
排水時の水質に配慮が必要と
なる

 排土工や押え盛土工（次ペー
ジを参照）では地形改変が大き
くなり、景観や自然環境への影
響が大きい

抑止工

 地中に設置する杭などの抵抗
力で地すべりの動きを直接停
止させるため、確実な地すべり
防止工法である

 抑止工のみで対応する場合は
施工規模が多くなる

 地すべり運動が激しい場合、安
全に施工することが困難である

抑止工の例（杭工）

抑制工の例（集水井工）

※国土交通省砂防部HPの写真、中部地方整備局 天竜川上流河川事務所の写真を使用
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抑制工のみで対応する場合
29

評価

安全度 ◎人的被害・物的被害を防止できる

実現性
▲自然由来の重金属を処理するための排水処理施設
の設置・維持管理が必要

持続性 ◎維持管理によって機能の持続は可能。

柔軟性
▲排土工や押え盛土工は大きな地形改変を伴うため、
実施後の計画変更は困難

地域への影響
▲排土工は地形改変が大きいため、市民の森など土
地利用への影響が懸念される。なお、排水時や掘削
時には、自然由来の重金属に注意する必要。

環境への影響
▲排土工は地形改変が大きくなるため、動植物の生息
環境への影響が懸念される。

トータルコスト

▲抑制工のため建設費用は比較的安価だが、手稲山
地区では排水処理施設の設置・維持管理に多額の
費用を要するため、抑止工単独よりもトータルコスト
は大きい

排土工・押え盛土工のイメージ

集水井工のイメージ
図の出典：北海道HP

凡例：◎・〇プラス要素、▲・☓マイナス要素
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鋼管杭

鋼管杭などをすべり面を貫いて設置し、土塊
の動きを止めて、地すべりの発生を防ぎます

抑止工のみで対応する場合

評価

安全度 ◎人的被害・物的被害を防止できる

実現性 ○自然由来の重金属に配慮した設計・施工が可能

持続性 ◎維持管理によって機能の持続は可能。

柔軟性 ◎計画の見直し時には規格変更が可能

地域への影響
▲大型の資機材が必要であり、騒音や振動が生活環
境へ及ぼす影響が懸念される。なお、掘削時には、
自然由来の重金属に注意する必要。

環境への影響
▲大型の資機材を搬入するための工事用道路の建設
等による地形改変が、動植物の生息環境へ及ぼす
影響が懸念される。

トータルコスト
○抑制工単独+排水処理施設の設置・維持管理よりは
小さい

アンカー工のイメージ 図の出典：北海道HP、天竜川上流河川事務所HP

凡例：◎・〇プラス要素、▲・☓マイナス要素

杭工のイメージ

すべり面



31

抑制工と抑止工の組合せの特徴
31

評価

安全度 ◎人的被害・物的被害を防止できる

実現性 ○自然由来の重金属に配慮した設計・施工が可能

持続性 ◎維持管理によって機能の持続は可能。

柔軟性
◎抑制工の効果検証結果に応じ、計画の見直しや柔
軟な対応が可能

地域への影響
○現場条件に応じた工法を組み合わせることで、騒音
や振動を最小化することが可能。なお、排水時や掘
削時には、自然由来の重金属に注意する必要。

環境への影響
○現場条件に応じた工法を組み合わせることで、地形
改変を最小化することが可能。

トータルコスト ◎それぞれ単独で実施する場合に比べ小さい

凡例：◎・〇プラス要素、▲・☓マイナス要素

杭工＋集水井工のイメージ

杭工のみのイメージ

図の出典：北海道HP、天竜川上流河川事務所HP

鋼管杭

鋼管杭などをすべり面を貫いて設置し、土塊
の動きを止めて、地すべりの発生を防ぎます

排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

← 排水

集水井

←

鋼管杭

集水井にて地下水を排水し、鋼管杭で土塊の動き
を止めることにより、効率的に地すべりの発生を
防ぎます
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施工事例①：集水井
32

出典：中部地方整備局富士砂防事務所ホームページ （https://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/jimusyo/policy.html）
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施工事例②：横ボーリング工
33

出典：中部地方整備局富士砂防事務所ホームページ （https://www.cbr.mlit.go.jp/fujisabo/jimusyo/policy.html）
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施工事例③：杭工
34

出典：天竜川上流河川事務所ホームページ（https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/flood/landslide.html）
出典：国土交通省砂防部ホームページ （https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/jisuberi_taisaku.html）
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施工事例④：アンカー工
35

出典：国土交通省砂防部ホームページ （https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/jisuberi_taisaku.html）
出典：利根川水系砂防事務所ホームページ（https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/flood/landslide.html）
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今後の情報発信について
36

• 最新情報は、北海道開発局札幌開発建設部、
北海道札幌建設管理部及び札幌市のHPで発
信してまいります。

• 手稲区内のまちづくりセンター等では、ポス
ター掲示（右図）等にも取り組んでまいります。

• 北海道開発局河川計画課の公式Youtube

チャンネルにて、モニターカメラ映像を配信し
ています。

北海道ＨＰ

ポスターのイメージモニターカメラ映像のイメージ

札幌市ＨＰ開発局ＨＰ

Ｌｉｖｅ配信リンク


